
2025 年度 第７回  環境共生部会 レジメ 

        日時：2025 年 9 月 30 日（火）13：00～14：00 

             場所：OBP 協議会事務所 ※zoom 併用  

 

【 議題】 

１． OBP Blooming Place のパークアベニュー南側への拡張施工について 

・施工デザイン及びスケジュールについて 

・OBP Blooming Place の日常管理に関する覚書（案） 

（読売テレビ様 新規 13 升、住友生命様 2→24 升、三井住友信託銀行様 ２→8 升） 

 

2. OBP Blooming Place の維持管理報告（９月分）について 

 

3. OBP Blooming Place フォトコンテストについて 

・各賞の決定方法について 

4. その他 

 

 

 

 

次回  2025 年度 第８回 環境共生部会  開催予定 

日時：2025 年 11 月 4 日（火）13：00～14：00  

場所：OBP 協議会事務所 ※zoom 併用             



 

 

2025 年度 
 

第７回 環境共生部会 

 

【資料】 

 

 

 

日時：2025 年９月 30日（火）13：00～14：00  

 



公 園 の 中 の ビ ジ ネ ス 街

2025 OBP Blooming Place
ペレニアルストリートデザイン案

2025.9.30



グリーンセメント一辺倒であったランドスケープの植栽に

ペレニアル（宿根草）によるデザインを取り入れたことにより、

ハイラインの経済的成功を契機として、デザインもその後の維持管理も

高度ではあるが見栄えのする景観植栽の可能性が高まり、

ナチュラリスティックな植栽が世界の潮流となっています。

大阪ビジネスパーク OBP Blooming Place

シカゴルーリーガーデン

OBP Bloomig Placeの植栽スタイル

ニューヨークハイライン

1

2024年のパークアベニュー北街区の整備に続き、2025年南街区が整備され、
いよいよ 京橋駅から大阪城公園までがつながります。

都会の中で自然を感じる歩いて楽しい体験ができるエリアとしての認知を目指します。

『公園の中のビジネス街』であり、美しいビル群や大阪城、

自然豊かな川と緑が存在するなど多くの長所を持つOBPにおいても、

ナチュラリスティックな植栽を2021年より実施しており、

4年目のシーズンを迎えています。

リバーサイド12月ペレニアルストリート5月
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グラス類

宿根草
エキナセア

多年草（宿根草）による植栽デザイン

伝統的なイングリッシュガーデンが進化したナチュラリスティックな植栽とは

多年草（宿根草）とは

地上部が枯れて終わりではなく、再び芽を出し、葉を茂らせ、開花する。そして、花がお
わると結実し、タネをつけ、枯れて落葉し地上部がなくなる、というサイクルを繰り返す
草本植物。全般的に多年草と呼び、その中で落葉するものを宿根草という。

『組み合わせ』により様々なデザイン（が可能

グラスと宿根草の組み合わせが自然なデザインを実現

・個別の植物より、『組み合わせ』によるデザイン（景色）が重視されている。

・植物の動き（背が高くなる、広がる、はう、マウンドを形成する）を把握し配置することで

シーズンを通した魅力が演出できる

組み合わせる

ナチュラリスティックな植栽とは

植物を健康的で自然に近い状態で生育できるように環境にあった植物を自生種だけではなく、

外来種も含めて選定し、『組み合わせ』によりその場に調和したデザインを達成する。花の季

節だけではなく、オールシーズンを通して移ろい日々動き続ける植物の一生を動画のように楽

しむ植栽である。さらに持続可能性を実現し、生物多様性に貢献するという特徴がある。

植物の特徴を把握した『組み合わせ』が景観をつくる

224時間365日解放された空間の植栽として最適である
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持続可能性を実現する。

植栽のお世話（ルックアフター）が心地よさを提供する。

環境共生、生物多様性への貢献する。

季節ごとに植替えが必要な一年草と異なり、季節を通して植物のライフサイクルを
楽しむ多年草（宿根草）による植栽デザインで、今年で４シーズン目を迎え、今後
も長期に亘り持続可能していきます。

植物の生育環境に合わせた植栽は、ハチやチョウが好む蜜源のある植物も多く、そ
れらの飛来を促進します。植栽のお世話をあまりしない緑と異なり、日常的に手入
れがされるので、風通しが確保され、良い生物のすみかを提供できます。

植栽のお世話（ルックアフター）は、デザインの一環でもあり、生育面のみならず、
美的側面にも配慮した植物コミュニティのバランス調整が植物と人に心地よさを提
供します。

3

OBP Blooming Place のコンセプト

OBP Blooming Place の特徴

パークアベニューの欅並木の足元南街区の整備が完了すると
京橋駅と大阪城公園がつながります。

都会の中で自然を楽しめる。

歩いて楽しめる。

季節変化が楽しめる。
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4

OBP Blooming Placeのエリアごとの植栽デザイン

リバーサイド（京橋駅プロムナード南詰寝屋川沿いガーデン）
ナチュラリスティックなメドウスタイルの植栽
野花の草原よりインスピレーションを得たデザインで、季節の移ろいにより、植物
がいろんな表情をみせ、光を受ける姿や、風に揺れる姿が印象的です。大阪城公園
方面からけやき並木を京橋駅に向かって歩くと植生が徐々に草原のように転換し、
それらを抜けると川沿いに出現する大草原となっています。

ペレニアルストリート（パークアベニューのけやき並木のけやき足元の植栽）
歩いて楽しめる自然を感じるデザイン

一マス、一マス異なるデザイン
「次はどうなっているのだろう」と歩くたびに異なる植栽を楽しむことができます。

ゾーンにより異なる植生のデザイン
異なるゾーン変化を目で見て感じることができ、草原のような植栽のメドウゾーン
と森林のような植栽のウッドランドゾーンは、点在するそれぞれのマスを歩いて一
体感を感じれるようにゾーン全体としても配慮してデザインしています。

ウッドランド メドウ
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ペレニアルストリート南街区（2025年整備）

メドウとウッドランドが交互に展開され大阪城公園からけやき並木に入る交差点付近

は、開けたイメージのデザインにしていきます。

リバーサイドとペレニアルストリート北街区（2021年〜2024年整備）

交差点付近は、森の中にいるようなウッドランドゾーンから始まり、北の京橋駅方面

に向かうと徐々に草原のようなメドウゾーンに切り替わり、プロムナードの川沿いに

はその集大成としての草原のような植栽を施したリバーサイドがあります。いずれの

エリア、いずれのゾーンの植栽もいくつかは、リバーサイドと同じ植物が使われてお

り、繋がりを感じることができます。

OBP Blooming Place
リバーサイドとペレニアルストリートの繋がり

ペレニアルストリート
（PAけやき並木足元）

リバーサイド
（プロムナード南詰寝屋川沿い）
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OBPペレニアルストリート南街区位置図 全45マス（内4マスは整備済）
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エントランス エントランス 

いずみホール 

メドウ

メドウ

ウッドランド

ウッドランド

草原のような植栽
グラスと花が

まじり合う美しさを楽しむ

森の中のような植栽
葉っぱの美しさを楽しむ

森の中のような植栽
葉っぱの美しさを楽しむ

草原のような植栽
グラスと花が

まじり合う美しさを楽しむ

メドウ

草原のような植栽
グラスと花が

まじり合う美しさを楽しむ
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2025年OBPペレニアルストリート植栽デザイン

春夏の開花

初夏のモナルダ
蜜源植物

シードヘッド

秋の開花

グラスの穂

アスター

夏のエキナセア 盛夏のルドベキア

ぺニセタム カラマグロスティス

アスター

セダム ルドベキア

季節の見所

初春の球根
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メドウ ゾーン

春 秋

カラマグロスティス ‘カールフォースター’

エラグロスティス ‘スペクタビリス’

モナルダ ブラドブリアナ

エキナセア ‘ロッキートップ’

南街区の日当たりのある場所には、グラスと野花の草原をイメージしたメドウゾーンと
します。OBP Blooming Place リバーサイドのデザインと北街区のメドウゾーンのデザ
インを踏襲し、それらで生育や組み合わせの良かった植物をセレクトしています。

2025年OBPペレニアルストリート植栽デザイン

8

パルテニウム ‘イングリフォリウム’

エキナセア ‘マグナススーペリア’

ベロニカストラム ‘アドレーション’

スカビオサ オクロレウカ’
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季節の見所カレンダー（メドウ）

開花 葉 穂 紅葉黄葉 シードヘッド

2025年OBPペレニアルストリート植栽デザイン

9
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ウッドランド ゾーン

春 秋

エピメディウム

ホスタ

ノコンギク

南街区のウッドランドゾーンも北街区のウッドランドゾーンを踏襲しホスタ、エピメ
ディウムなどの葉のフォルムが美しいものを多くセレクトしています。またこれらと
相性の良い美しい葉っぱを持ち春に花が咲き、その後はシードヘッドとなるアスチル
ベ、秋の花であるアスター、ノコンギクを組み合わせてデザインをおこなっていきま
す。葉っぱが出葉する前は球根の花を楽しみます。

2024年OBPペレニアルストリート植栽デザイン

10

アスチルベ

アスター
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季節の見所カレンダー（ウッドランド）

2025年OBPペレニアルストリート植栽デザイン

11開花 葉 穂 紅葉黄葉 シードヘッド
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2025OBP植栽⼯事⼯程表

業務着⼿ 発注
9/30 10/1 10/2 10/3 10/4 10/5 10/6 10/7 10/8 10/9 10/10 10/11 10/12 10/13 10/14 10/15 10/16 10/17
⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦

環境共⽣部会 部会
配置図⾯作成 着⼿済
⼟壌整備１ 発注済 開始
⼟壌整備２（詳細整備）
宿根草仕⼊れ１  発注済 納品
宿根草植え付け１ 植え付け

宿根草仕⼊れ２  発注済 納品
宿根草植え付け2 植え付け

10/18 10/19 10/20 10/21 10/22 10/23 10/24 10/25 10/26 10/27 10/28 10/29 10/30 10/31
⼟ ⽇ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦

宿根草植え付け2 植え付け

宿根草仕⼊れ３  発注済 納品
宿根草植え付け3 植え付け 植え付け

植え付け確認修正 確認修正

 2025/9/30 天候や状況に応じてスケジュール変更させていただく場合がございます。
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案 

「OBP Blooming Place」の日常管理に関する覚書 

○○株式会社（以下「甲」という。）と一般社団法人大阪ビジネスパーク協議会（以下「乙」とい

う。）は、甲が所有する敷地内の植栽升を乙が無償で借用して乙が整備し管理する「OBP Blooming 

Place」（以下「本区画」という。）の日常管理に関し本覚書を取り交わすものとする。 

（目的） 

第１条 本覚書は本区画 の日常管理に必要な事項を定めることを目的とする。 

（対象場所及び数量） 

第２条 本区画の の場所及び数量は次の各号に定めるものとする。 

（１） 場所 別紙図面の通り

（２） 数量 植栽升○○か所

（日常管理） 

第３条 本区画 の日常管理については、次の各号に定めるものとする。 

（１） 乙は、自らの責任と費用負担において、善良な管理者の注意義務をもって、適正に植栽、植

替え、潅水、堆肥施用、除草、防虫等を行うものとする。但し、甲は、以下の（６）の協力が

可能な場合は合理的な範囲で潅水に協力するものとする。 

また、日常管理について不測の事態が生じた場合には、その都度甲乙で協議するものとする。 

（２） 乙は、作業にあたり通路通行、その他甲が所有する敷地及び同敷地上の建物、その利用者ら

の支障にならないように注意し、万一、本区画の設置、その日常管理その他乙の行為（不作為

を含む）に起因する事故、トラブル、苦情等が発生した場合は乙の責任において処理するもの

とする。 

（３） 乙は、植替え等で発生した不用な資材等を自己の責任において適正に処分するものとする。 

（４） 乙は、甲の求めに応じて、書面により活動状況の報告を行うものとする。

（５） 甲は、潅水に際して水栓の利用に協力するものとし、通常の使用量の範囲にある限り本区画

の日常管理のために用いられる水道の使用料は求めないものとする。 

（６） 甲は、甲が管理する他の植栽と併せて、本区画の潅水を実施できる場合には協力するものと

する。 

（期間及び期間の延長） 

第４条 本覚書の有効期間は、2025 年 10 月○○日から 2026 年 3 月末日までとする。なお、甲また

は乙より期間終了日の２週間前までに期間終了の書面による通告がない場合、本覚書は、同一条件

でさらに１年間継続し、以後も同様とする。 
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（覚書の変更） 

第５条 甲及び乙は、本覚書に定める各条項を変更しようとするときは、その都度甲乙で協議するも

のとする。 

（覚書の解約等） 

第６条 甲又は乙は、事業の継続が不可能であると認める時は、その都度甲乙で協議の上、本覚書を

解約することができる。 

2  乙は、事由のいかんを問わず本覚書が終了した場合、自らの責任と費用負担において、本区画 に

植栽した植物等を撤去し、原状に復するものとする。 

（その他） 

第７条 本覚書に定めのない事項が生じた場合、又は本覚書に疑義が生じた場合は、甲乙協議して定

めるものとする。 

2  2022年 11月○○日付けで締結した「OBP Blooming Place」の日常管理に関する覚書は、本覚書

の締結の日をもって廃止するものとする。 ←※この条項は新規締結の社様には不要です。 

（管轄裁判所） 

第８条 本契約に関し、甲・乙間に紛争が生じたときは、大阪地方裁判所又は大阪簡易裁判所を第一

審の専属的合意管轄裁判所とすることを甲・乙はあらかじめ合意する。 

本覚書の証として、本書を２通作成し、甲乙記名押印の上、各自１通を保有するものとする。 

2025年 10月○○日 

甲 （住所）

（法人名）

（契約権限者氏名）  印 

乙 大阪市中央区城見２丁目１番 61号

ツイン 21MIDタワー 31階

一般社団法人 大阪ビジネスパーク協議会 

代表理事 田ノ畑 好幸  印 
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ご参考 

2024 年度 フォトコンテスト各賞の決定方法 

【賞品】 計 37 名 

・優秀賞 2 名 

・公園の中の都市賞 20 名 

・緑と花と共生賞 15 名   

 

【投稿作品】 243 件（投稿件数 75 件） 

 

１．部会委員 7 名が各 20 作品を選定 

◇委員選定作品 87 点のうち 2 票以上獲得 26 点（26 名） 

  7 票獲得 1 点 →優秀賞 

 5 票獲得 4 点 →優秀賞 1 点（委員選定）と、残り 3 点は都市賞又は共生賞 

 2～4 票獲得 21 点 → 都市賞又は共生賞として 21 点 

   ※都市賞又は共生賞の選別は事務局とまなれぼで対応 

 

２．残り 11 賞（11 名）の選定方法 

◇受賞は一人（１アカウント)２賞までとし、広く多くの方が受賞できるようにする。 

◇関係者のアカウントは受賞対象から外す。 

以上の条件で、委員選定のあった 87 点、25 アカウント（25 名）から対象外を外すと、

受賞対象投稿者は 22 アカウント（22 名） 

↓↓ 

委員選定のあった投稿者全員が受賞する結果となった。 

（２作品以上投稿している方は 2 賞受けている） 

優秀賞      ２名 決定済 

公園の中の都市賞 18 名（あと２名枠あり） 

緑と花と共生賞     13 名（あと２名枠あり） 

 

◇追加選定 

残り 4 賞を選外の４名に当てることを部会長、企画グループ、事務局で決定。 
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「OBPフォトコンテスト」応募作品審査表(投稿75件、合計投稿画像数243件）

◇推薦写真の番号欄に数字の「１」をご記入ください。お一人様２０作品の選定をお願いします。

竹中工務店 富士通
関電ファシ

リティーズ
KDDI マルイト

朝日ビル

ディング
竹中工務店

佐藤　勇 藤本大二朗 長田　直 安生充宏 秋月祥則 西芝康隆 井関重浩 山西純平 稲田　浩 荒家克己 栗原智一

1-1 0

1-2 0

1-3 0

1-4 0

1-5 0

1-6 0

1-7 0

1-8 0

1-9 0

1-10 0

1-11 0

1-12 0

1-13 0

1-14 0

1-15 0

1-16 0

1-17 0

1-18 0

1-19 0

1-20 0

2-1 0

2-2 0

2-3 0

3 0

4 0

5-1 0

5-2 0

5-3 0

5-4 0

5-5 0

6 0

7 0

8 0

9 0

10-1 0

10-2 0

10-3 0

10-4 0

10-5 0

11 0

12 0

13 0

14 0

15 0

16-1 0

16-2 0

16-3 0

16-4 0

16-5 0
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合計数
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